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補足資料 

ことばを楽しむ児童を育てる教材・授業研究 

― 「書くこと・作文」指導において ― 

 

鳴門教育大学大学院 学校教育研究科 教科・領域教育専攻 言語系コース（国語） 村井 万里子 研究室 

南国市立長岡小学校  教諭  和田 八重子 

 

 

Ａ 

◎ 具体的な作文指導法 ― 先行実践の考察をふまえて ― 

ア 亀村五郎の「赤ぺん」（＝評語）指導  

(ｱ) 「②解釈」としての「赤ぺん」 

〔具体的作品１〕1) 

  「一年・女」作品と、それに対しての亀村五郎の分析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     一年・女 

 わたしわ 

みみづおみました 

みみづおすずきくんが 

みみづお 

つかみました 

 

 この作品を、この子どもと、この子どもの生活を知らない人が見たら、それこそ何のことかわ

からないし、ただ稚拙な文としか思えないだろうと思います。 

 わたしわ
、

の、助詞のわ
、

の字のちがい、みみづお
、 、

のづ
、

のちがい、助詞お
、

の字のちがい、そして、

みみづ
、 、 、

お
、

ということばを、つづけて三度も使っています。（中略 引用者） 

 けれども、この作品は、この子どもの生活と、この日のことを知っている教師であったら、き

っと、そうは思わないだろうと思います。（中略 引用者） 

 私は、この作品を見たとき、この子どもに、 

「あなたの文は、おかしいですね。みみずということばを三度も使っています。これは一つで足

りるのではありませんか。」 

というようなことは決していいませんし、直してやろうとも思いません。 

 なぜならば、この子どもは、たしかに表現上のまちがいをおかしてはいますが、「みみずを」と、

三度使ったのは、それなりに意味があるからなのです。 

 この子どもの、最初の「みみずを」は、今まで、この子どもが見たこともないような鉛筆ほど

の太さでしかも、輪のようにまるくなったりピンとはねたりする、もも色がかったしばみみずの

ことですし、次の「みみずを」は、この、おそろしいような、気味の悪いようなという、自分の

恐怖をおりこんだみみずです。そして、三番目の「みみずを」は、わたしなどにはとてもさわる

ことも、もつこともできないようなみみず、ということなのです。 

 すなわち、この子どもにとって、この「みみずを」は、意味なく三度使ったものではなくて、

一つ一つ、それぞれが、意味をもって使っているといえるのです。（後略 引用者） 
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Ｂ 

(ｲ) 「○0 刺激」としての「赤ぺん」 

〔亀村五郎「だれにも書ける赤ぺん十一か条」〕（< >内は、引用者が内容をまとめたもの）2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

   １１ 書かない子どもへの赤ぺん 

〔具体的赤ぺん１〕3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 １ ねらいをもって、まとをしぼる 

          <指導ポイントの焦点化を図って書く> 

  ２ 子どもの顔を目の前に 

          <子どもを明確にイメージして書く> 

  ３ 子どものなまえを入れて 

          <学習者の名前を書き入れて、個人への語りかけであることを伝える> 

  ４ はずかしがらず、気どらず 

          <指導者がもてる力で、等身大の姿で書く> 

  ５ いつものことば、話しかけの書き方で 

          <書きことばではなく、学習者に話しかけるように書く> 

  ６ よいところをみつけてほめる 

          <内容・表現以外でも必ず何かのよさを見つけ、それをほめてのばす> 

  ７ 楽しく、わかりやすく 

          <学習者の書く意欲につながるよう、楽しい赤ぺんを書く> 

  ８ “くわしく書け”は、くわしくない 

          <注意・助言をする場合は、何をどうすべきかを具体的に示す> 

  ９ 赤ぺんは、欄外にも書く 

          <赤ぺんは文末だけでなく、文の途中にも適宜入れる> 

 １０ 子どものまね
、 、

と赤ぺん 

          <学習者の力を伸ばすことがねらいなので、他者をまねた表現もほめる> 

 １１ 書かない子どもへの赤ぺん 

          <何も書かない場合も書くように促すために赤ぺんを入れ続ける> 

●日常のことを 

 たとえば、その子どもが、その日、キック・ベースボールで、ホームランを打ったとします。

そうしたら、そのことを書いてやるのです。 

 

 ★きょうの達夫のホームランは、大きかったぞ。やっぱり、ボクが言ったように、横からけら

ずに、まっすぐけったのが、よかった。あれなら、よくとぶ。それにしても大きかったなあ。

もうすこしで体育館にとびこむところだったぞ。もっとも、ボクなら、もっとでっかいのを打

つけどなあ。 

 

というような具合です。 



 - 3 - 

Ｄ 

〔具体的赤ぺん２〕4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 

◎ 小学校作文指導につなげて ― 作文題材指導の研究 ― 

イ 発達段階に沿った指導 

(ｲ) 高学年の児童への指導 

〔『高知県国語学習シート 小学校編』5)「題材集めシート」考察〕 

１ 「36 作文の たねさがし」 

(1) シートの実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) シートの価値 

    「数字」で「作文で 書く じゅんばん」を表すことで、作文を書く前に構成まで考えることが

できる点で、非常に有効である。 

(3) シートの課題とその対策 

課 題 

(2)で述べた点は有効だが、児童が表のしたに数字を書き入れるだけで、構成が確実にできて

いくのだろうか。 

●関係のないことも 

 まったく当人に関係のないことも書いてやっていいと思います。たとえば、春先であったら、 

 

 ★このごろ、あたたかくなってきたねえ。次郎たちには、こんなことはないと思うが、ボクの

子どものころは、今ごろになって、きょうのように天気がいいと、みんな、小川にはいって、

魚とりをしたり、しじみをとったりしたもんだ。小川の水はきれいだし、くるぶしの上ぐらい

の深さのところがあるからね。 

  しじみは、たくさんとれたら、みそ汁にしてもらったよ。小さなきれいなうす茶色のしじみ

だった。 

 

というような具合です。 
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対 策 

    このシートをそのまま使うのではなく、小さなカードや付箋を用いて、「した こと（見た こ

とや話した こと、聞いた ことなど）や、思った ことなどを」書かせる。しかも、1 枚に一つ

のことを書かせる。そして、その書いたカードを、前へ後ろへと動かしたり、いらないものを省

いたりする作業を行う。実際にカードを動かす作業によって、作文の構成を考えやすくすること

ができる。小さなカードや付箋を用いるというのは、このシートの価値を高めることになると思

われる。 

 

２ 「57 書くことさがし」 

(1) シートの実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) シートの価値 

連想ができる児童は、ある種ゲーム的な感覚で、楽しんで書き込めると思われる。また書くこ

とが苦手な児童にとっても、単語でもいいのだから、書くことに対する抵抗が少ないだろう。そ

ういった中で、このシートへの書き込みを通して、自分の思考を視覚化して整理できるという

意味で、非常に有効である。児童は、○から△、△から□のように、連想したものの結果か

ら、まとまりをとらえることができるだろう。 

(3) シートの課題とその対策 

課 題 

    (2)で述べた点は有効だが、書く連想が広がれば広がるほど、文章化の際に、連想した言葉

を省く必要が出てくる。児童は省くことが苦手であるため、文章化は困難になっていくので

はないだろうか。 

対 策 

    文章化しやすくするための手立てが、２点考えられる。 

    １点目は、児童に書くめあてを意識化させることである。めあてを押さえることで、書こ

うとする作文のゴールの姿を、文字で認識できる。連想を書いていき、ある程度まとまりが

見えてきたところで、「この文章で何を書きたいか」というめあてを書けるような欄を設ける

ことが、手立ての一つとなるだろう。 

    ２点目は、連想した言葉について、「どうしてその言葉が連想できたのか」という、理由を

考えられるような手立てを講じる。特に意識せず、ただ鉛筆を動かしていった児童は、単なる思



 - 5 - 

いつきの言葉を連想して書いている場合がある。しかし思いつきにも、その言葉を思いつく理由

が、必ずあるはずだ。そのことに注目すると、そこに思考が発生する。思いつきが、単なる思い

つきではなく、その言葉を思いつく背景となった出来事を言葉で考えられるようになる。そうす

れば、自然と文章は出てくるはずである。 

    それらも書き込めるような大きめのシートにしたり、文字の色を変えて書かせたりなどの工

夫が考えられるだろう。こういった手立てを講じると、このシートを、単なる「書くことさがし」

という、書く材料を集めるだけのシートに終わらせない。事柄を整理していくことで、作文の構

成も考えられるようにすると思われる。 

 

３ 「68 作文取材メモ」 

(1) シートの実際 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) シートの価値 

研究報告書に掲載した、大村はま（1983）「題材集め用紙」（研究報告書 p.7 図２）とほぼ同じ

形態だといえる。その際も考察したように、このシートは、物事を見つめる際の視野を広げるこ

とができる。一つの対象物についていろいろな観点から考えることができる点で非常に有効

である。 

(3) シートの課題とその対策 

課 題 

    シートには枠の中に番号があり、その番号順に書くよう指示がある。ノートに箇条書きで書

かせるなどの方法ではなく、このシートを使うことのメリットは、テーマとそれに関する具

体的なエピソードとの次元の違いを、児童に明確に示すことができる点である。 

そう考えると、吹き出しの言葉に、「②と③のどちらを先に書いてもいいよ」ともあるが、や

はり、②を先に記入すべきではないだろうか。 

対 策 

    まず、記入する箇所を 4つのまとまりとしてとらえる。そうすると、4つのまとまりを対

称的に見ることで、観点を広げて考えることができる。それが(2)で述べた、このシートの

価値である。 

そしてさらに、そのまとまりの中を、②はテーマ、③はそのテーマに関する具体的なエピ

ソードとして、次元の違いを押さえる。その上で、まず②のテーマを記入し、その具体的な



 - 6 - 

ものとして③を記入するようにした方が、スムーズに考えることができるだろう。考える順序を

明確に示すことで、②のテーマ内で、③の具体的なエピソードを考えることとなり、思考を掘り

下げて、深めていくことにつながると考える。 
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